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第 ６ 回  熊本県議会 国際スポーツ大会推進特別委員会会議記録 

 

平成28年２月22日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前10時50分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）２０１９女子ハンドボール世界選手

権熊本開催に関する件 

 （２）ラグビーワールドカップ２０１９熊

本開催に関する件 

 （３）２０２０東京オリンピック・パラリ

ンピック競技大会に関する件 

 （４）共通 

 （５）２０１５女子ハンドボール世界選手

権デンマーク大会視察報告 

 （６）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （７）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(15人) 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 田 代 国 広 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 藤 川 隆 夫 

                委  員 荒 木 章 博 

                委  員 重 村   栄 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

                委   員  田 大 造 

        委  員 橋 口 海 平 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 松 村 秀 逸 

                委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(なし)  

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 商工観光労働部 

         部 長 髙 口 義 幸 

政策審議監 奥 薗 惣 幸 

観光経済交流局長 小 原 雅 晶 

観光課長 満 原 裕 治 

国際課長 磯 田   淳 

くまもとブランド 

推進課長 成 尾 雅 貴 

 教育委員会 

教育理事 金 子 徳 政 

教育政策課長 田 村 真 一 

体育保健課長 平 田 浩 一 

総務部 

人事課長 青 木 政 俊 

 企画振興部 

地域・文化振興局長 山 本 國 雄 

地域振興課審議員 小 牧 裕 明 

 健康福祉部 

障がい者支援課長 井 上 康 男 

 土木部 

道路都市局長 手 島 健 司 

都市計画課審議員 緒 方   誠 

 警察本部 

警務課長 林   修 一 

交通規制課長 木 庭 俊 昭 

総合企画室長 井 野 新 輝 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

〇溝口幸治委員長 それでは、ただいまから

第６回国際スポーツ大会推進特別委員会を開
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会いたします。 

なお、本委員会に２名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

それでは、審議に入ります。お手元に配付

しております本日の次第に従い、まず執行部

から説明を受け、その後、質疑は議題ごとに

行いたいと思います。 

それでは、説明をお願いいたします。 

 

○満原観光課長 満原でございます。よろし

くお願いいたします。 

 本日は、女子ハンドボール世界選手権デン

マーク大会の視察及び前回以降の取り組みに

つきまして御報告させていただきます。 

 前回以降の取り組みなどにつきましては、

アンダーラインを引いておりますので、その

資料に沿って説明させていただきます。 

 まず、2019女子ハンドボール選手権熊本開

催関係について御説明いたします。 

 特別委員会資料の６ページをお願いいたし

ます。 

 ＰＲ活動につきましては、これまで日本ハ

ンドボールリーグの岡山大会、熊本大会など

で行っておりまして、３月には東京で開催さ

れるプレーオフで実施することといたしてお

ります。 

 また、ハンドボール教室を開催する予定で

す。今後とも各種イベントや行事にあわせま

して、集中的なＰＲ活動に取り組むこととい

たしております。 

 デンマーク大会につきましては、日本開催

の前々回大会となります。今後の開催準備の

参考とするため、昨年の12月４日から23日ま

で、３班に分けまして４つの全ての会場都市

及び会場について視察を実施いたしておりま

す。詳細につきましては、後ほど御報告させ

ていただきます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 今後のスケジュールにつきましては、３月

１日に国会議員の超党派ハンドボール振興議

員連盟のデンマーク大会視察報告、翌２日に

国への大会ＰＲ活動を行うことといたしてお

りまして、３月15日には組織委員会の第２回

理事会を開催する予定としております。 

 女子ハンドボール世界選手権大会関係の説

明は、以上でございます。 

 次に、ラグビーワールドカップ2019熊本開

催関係について御説明いたします。 

 14ページをお願いいたします。 

 ３月にタグラグビーの教室を開催する予定

でございます。 

 また、４月にラグビー・ワールドカップ・

リミテッドと組織委員会による現地視察が予

定されています。この視察を受けまして、ど

のようなスタジアムにするか、費用対効果も

検討しながら、どのような取り組みが重要

か、組織委員会と慎重に協議してまいりま

す。 

 続きまして、2020東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会関係について御説明いた

します。 

 19ページをお願いいたします。 

 東京オリンピック・パラリンピックの参加

国との人的、文化、教育などの交流を進める

国のホストタウンに、この１月登録を受けま

した。 

 20ページをお願いいたします。 

 交流の相手国はインドネシアで、今後バド

ミントンを通じましてジュニア選手の交流な

どの実績を積み重ねながら、キャンプ地とし

ての熊本の信頼と評価を得るための活動を進

めてまいります。 

 次に、今後のスケジュールについて御説明

いたします。 

 ことし２回目となりますが、３月に事前キ

ャンプ地候補地ガイドラインへの掲載を申請

する予定であり、市町村に対してその意向を

確認しているところでございます。 

 また、関係競技団体に、ガイドライン申請
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に必要な施設面での確認を行っています。そ

の上で、市町村と競技団体の要望とのマッチ

ングを図り方向性を整理していきたいと考え

ております。 

 2020東京オリンピック・パラリンピックの

キャンプ誘致関係の説明は、以上でございま

す。 

 次に、国際スポーツ大会を契機としました

地域活性化についてです。 

 資料の24ページをお願いいたします。 

 これまで御説明しました３つの審議事項に

共通する国際スポーツ大会を契機とした地域

活性化について御説明いたします。 

 このイメージ図は、６月の委員会で提出し

たものでございます。 

 国際スポーツ大会や関連の事業を一過性の

イベントで終わらせることなく、国際スポー

ツの力を熊本の幸せ実感づくりをさらに加速

するために活用したい、そのためには大会の

成功はもちろん、次世代に引き継がれる有

形・無形の熊本の財産、いわゆるレガシーの

形成が重要と考えております。各分野での実

践を通しまして、それぞれの分野での大会の

成果として顕在化していくとともに、次世代

への有形・無形の財産としての継承につなが

っていくことをあらわしています。 

 今後とも、経済界を初め市町村や関係団

体、学校、県民等が何らかの形で国際スポー

ツ大会にかかわることができ、一体感を醸成

できる取り組みを検討しながら、国際スポー

ツ大会の力を活用したオール熊本態勢づくり

に向けて計画的に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 済みません、戻っていただきまして23ペー

ジをお願いいたします。 

 国際スポーツ大会開催の効果を最大化する

ためには、飛躍につながる取り組みを大会終

了後も継続したものとしていくことが重要と

考えます。 

 例えば、スポーツ振興では競技力の向上、

競技人口の増加、地域振興では国際人の育

成、観光振興では観光客の増加、受け入れ態

勢の整備のほか、健康福祉ではスポーツによ

る健康増進などが上げられます。 

 このため、各種団体の意見を伺いながら取

りまとめ、広く情報発信していきたいと考え

ております。 

 熊本が誇る地域資源の磨き上げや熊本ファ

ンにつなげるための広報の展開などにより、

外国人旅行者の誘致が進めば県民の国際感覚

の醸成が図られ、国際人の育成につながるこ

となどを期待しているものです。７月ごろに

は策定していきたいと考えております。 

 今後とも、行政と経済界、学校、県民など

が一体となって、開催準備及び円滑な運営、

さまざまな資源の磨き上げなどの検討を行っ

ていくなと、しっかりと取り組んでまいりま

す。 

 最後になりますけれども、2019女子ハンド

ボール世界選手権大会デンマーク大会の視察

報告でございますが、続けて説明をさせてい

ただきます。 

 お手元の資料をお願いいたします。カラー

刷りの資料があるかと思います。 

 まず、３ページをお願いいたします。 

 開催期間が、昨年2015年の12月５日から20

日の16日間で行われております。 

 参加チームが24チーム、それから試合数

が、全ての順位を決定するため88試合と多く

なっております。 

 開催都市、試合会場は、４都市４会場で実

施されております。女子の世界選手権がデン

マークで開催されますのは1999年以来２度目

で、2019年には男子世界選手権がドイツとの

共同で開催されます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 大会スローガンは「ハート・オブ・ハンド

ボール」。2014年に同国で開催されました男

子ヨーロッパ選手権と同じスローガンを採用

しています。テーマソングも同名「ハート・
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オブ・ハンドボール」。これは、デンマーク

出身のアーティスト・シンディーが作詩作曲

したものでございます。また画面になってい

ますが、プロモーションビデオにデンマーク

代表の選手やスタッフも出演して盛り上げて

おります。 

 ５ページをお願いいたします。 

 ハートは、デンマーク国民にとってのシン

ボル的なものでございます。国章にもハート

が描かれており、硬貨にも刻まれておりま

す。国立観光協会のロゴマークなどにも採用

されており、街中でもお店の看板やロゴマー

クにハートのモチーフが使われていたという

ことでございました。 

 ６ページをお願いいたします。 

 大会を通じまして、大会スローガンのハー

トにかけまして、アート・オブ・ハンドボー

ルというキャンペーンを展開していました。

代表選手をモデルにしたボディーペインティ

ング等々を利用し、盛り上げております｡パ

ンフレットやポスター、装飾などにも使用さ

れており、会場の至るところでアートで大会

を盛り上げたというところでございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 代表選手５人の作品はヘアニングのハート

美術館に展示されましたほか、チャリティー

オークションにかけられています。チャリテ

ィーＴシャツも販売され、その収益金は慈善

団体に寄附されたとのことでございました。 

 ８ページです。 

 これは、各会場ごとに異なるキャラクター

を配置したということでございます。ヘアニ

ング、ネストベズ、コリング、フレゼリクス

ハウン、これは会場名でございます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 今大会は、国際ハンドボール連盟のパート

ナー６社のほか、10社のパートナーとスポン

サー契約を結ばれておりまして、各スポンサ

ーからはボールや遊具のほかさまざまなサー

ビスが提供されております。 

 11ページでございます。 

 これからは、開催都市会場でございます。

デンマークの４都市４会場で行われておりま

す。首都のコペンハーゲンを含めデンマーク

の大きな都市は含まれておりません。人口２

万から５万人規模の町でございます。 

 ４つの会場は、上のほうからフレゼリクス

ハウン、人口が２万3,000人、収容人員が2,8

00人の会場です。それから、その下がヘアニ

ング、これは人口４万7,000人、収容人員１

万2,500人、これはメイン会場の会場となっ

ております。コリング、人口５万8,000人、

収容人員5,000人。一番右側ですけれども、

ネストベズ。人口２万3,000人、収容人員が

2,800人でございました。 

 12ページでございます。 

 これが、メイン会場ヘアニングでございま

す。大会会場がユスケバンク・ボクスン、収

容人数が１万2,500人。昨年行われました男

子ヨーロッパ選手権におきましても、メイン

会場として使用されました。これまで有名ア

ーティストのコンサートのほか、さまざまな

イベントが開催されております多目的イベン

トホールでございます。 

 14ページをお願いします。 

 これは、ネストベズです。大会会場アリー

ナ・ネストベズ、収容人数が3,500人です。

今大会に合わせて、アリーナが新設されてお

ります。 

 16ページをお願いいたします。 

 コリングです。大会会場がシュドバンク・

アリーナ、収容人数が5,000人。これはデン

マークリーグ所属の強豪ＫＩＦコリングコペ

ンハーゲンのホームアリーナということでご

ざいました。 

 18ページです。 

 開催都市フレゼリクスハウン。試合会場は

アリーナ・ノール、収容人数が2,800人で

す。今大会で最も小規模のアリーナでござい

ます。 
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 これからは、試合会場の施設を御説明いた

します。 

 21ページをお願いいたします。 

 オフィシャル・ジュリー、これはゲーム運

営に係る施設の総称のことでございます｡コ

ートサイドには、ゲームを運営するマッチオ

フィシャルのほか、電光掲示板４面ビジョン

を操作したり、会場アナウンスや音響をコン

トロールするブースなどが並びます。 

 22ページです。 

 これが、今大会で最も目を引いた設備でご

ざいます。３会場で、４面ビジョンが設置し

てありました。コートから視線をずらさず

に、さまざまな視覚的情報、例えば試合のス

コア、タイムアウト時のイベント、プロモー

ションビデオの放映、それからスポンサーの

コマーシャルなどが流れておりました。会場

の雰囲気を効果的に盛り上げるなど、大きな

役割を果たしております。 

 23ページです。 

 ここには観客席の下に売店がございまし

て、飲み物、軽食、大会グッズなどが購入で

きます。スタンドへの持ち込みも可能で、観

客は飲食を楽しみながら試合を観戦すること

ができます。 

 24ページです。 

 本大会には、850人を超えるジャーナリス

トが訪れています｡各会場にはメディア席が

用意してあり、さまざまな位置のカメラで選

手たちの動きを追っております。 

 25ページです。 

 試合終了後、選手がメディアのインタビュ

ーに応えるミックスゾーン。これは、スポー

ツ競技場におきまして、競技エリアと控室や

場外との間にある取材用の場所のことでござ

いまして、このミックスゾーンと記者会見場

の様子です。 

 26ページです。 

 会場には、コート付近にスタジオを設置し

なければならないということになっておりま

した。メイン会場のヘアニングには２カ所の

スタジオが設置してあり、試合会場をバック

にテレビの中継や収録が行われています。会

場横にはテレビコンパウンドが設置され、こ

こから世界中に全試合の模様が配信されてい

ます。 

 27ページです。 

 試合会場２階部分に、スポンサーやビップ

ゲストをもてなすためのホスピタリティー施

設が設置してあります。ここでは、試合を観

戦しながら食事を楽しむことができます。レ

ストランの規模、約800人が食事できる広さ

でございました。 

 28ページでございます。 

 これはホスピタリティー施設ですが、これ

はスポンサーやゲストのための個室をあらわ

しております。 

 それから、ファンゾーンでございます。 

 30ページをお願いいたします。 

 ヘアニングのファンゾーンでございます

が、このファンゾーンはグランメッセより広

いイベント会場に飲食物の売店や大会グッズ

など販売コーナーのほか、スポンサーのブー

スなどが並んでおりまして、レストランも設

置してあります。試合観戦以外の時間をここ

で過ごすことができます。 

 31ページです。 

 アトラクションコーナーの写真です。これ

は、子どもから大人までが楽しめるアミュー

ズメントが並んでおりました。 

 32ページです。 

 ファンゾーンではテレビ番組の中継や収録

を行うスタジオがございまして、大会期間中

にはさまざまなイベントが行われています。 

 33ページです。 

 エキストラチケットを購入すると、会場横

にありますビップラウンジで食事を楽しむこ

とができます。最大1,000席が用意されてい

たということでございます。 

 これからは、セレモニー・レセプションで
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ございます。 

 35ページをお願いします。 

 開会式は、大会開幕日の２試合目と、デン

マークの初戦である３試合目の間で行われま

した。ＩＨＦ会長とデンマーク協会長の挨

拶、出場国国旗の入場の後、デンマーク出身

のアーティスト、オフィシャルソングの作詩

作曲者でございますが、シンディーのパフォ

ーマンスが行われています。 

 36ページをお願いします。 

 これは閉会式の様子ですが、閉会式では表

彰式やオールスターチームなどの発表が行わ

れております。次回のドイツ大会の引継式も

行われています。 

 37ページです。 

 これは大会終了後のフェアウェルパーティ

ーの様子です｡選手やスタッフが参加して、

今大会の健闘をたたえ合ったところの場面で

す。 

 これからは、輸送・宿泊の部分です。 

 39ページをお願いいたします。 

 各チームには、大会期間中、専用バスが用

意されておりました。大会会場には、大会の

ナショナルパートナーから専用車が提供され

ています。各会場では、観客輸送のシャトル

バスが運行されています。 

 40ページをお願いいたします。 

 ホテルにはプールやスポーツジムが併設さ

れており、選手は自由に利用することができ

ました｡会議室は、各チームのミーティング

ルームとして開放されています。 

 41ページです。 

 選手はツイン、役員は主にシングルのルー

ムを使用しております。食事は、一般客と同

じ食事が提供されておりました。 

 これからは、大会運営スタッフです。 

 43ページをお願いいたします。 

 本大会では、子供からお年寄りまで1,200

人を超えるボランティアが大会の運営に携わ

り、さまざまな形で大会の成功を支えており

ます。 

 44ページをお願いします。 

 会場の外には警察官が巡回して警備に当た

っており、会場入場の際にはボディーチェッ

クや持ち物検査が入念に行われておったとい

うことです。直前に起きましたフランスでの

テロ事件の影響もあり、普段より厳しい警備

を行っていたとのことでございました。 

 これから、開催都市の取り組みでございま

す。 

 各開催都市の特徴的な取り組みを紹介しま

す。 

 ネストベズとフレゼリクスハウンでは独自

の開催地ロゴを作成して、プロモーションを

展開しておりました。 

 46ページをお願いします。 

 さまざまなプロモーショングッズが作成さ

れていたほか、大会期間中いろいろなイベン

トが企画されておりました。 

 47ページをお願いします。 

 これはフレゼリクスハウンの会場にあるラ

ウンジの一角で、プロモーショングッズのニ

ット帽を編むボランティアの女性の姿を撮っ

たものです｡１人で100個以上の帽子を編む方

もいらっしゃるとのことで、ニット帽はチー

ムの選手やスタッフにも記念品として贈ら

れ、ボランティアも着用しており、アットホ

ームな雰囲気を醸し出していたとのことでご

ざいました。 

 48ページをお願いします。 

 ネストベズでは、ボールを描いた道しるべ

や看板等が設置され、駅の構内にハンドボー

ルのゴールがペイントされたりしておりま

す。 

 49ページです。 

 フレゼリクスハウンでは、街の中心部から

会場までの通りを、ハート・オブ・ハンドボ

ール・アベニューとして道案内がしてあり、

手づくりのオブジェで大会の歓迎ムードを盛

り上げておりました。 
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 視察を終えまして、日本の最終順位は19位

でございますが、開催国のデンマークが６位

という結果でございました。残念ながら、日

本は19位ということでありましたけれども、

この協会の発表によりますと、観客動員数が

約15万人、参加ジャーナリスト数が850名、

参加ボランティア数約1,200名、準々決勝、

これはデンマークとウルメア戦でございまし

たが、その視聴者数が1,975万人に至ったと

いうことでございます。 

 53ページをお願いします。 

 デンマーク大会では、選手以外にもスタッ

フやボランティアなどさまざまな場面で女性

が活躍しております｡アート・オブ・ハンド

ボールのキャンペーンでは女性の美しさや強

さを見事に表現されており、まさに今大会を

象徴するすばらしい取り組みであったという

評価を受けております。 

 54ページをお願いいたします。 

 ヘアニングのメイン会場には、ユニフォー

ムを身につけた家族連れやカップルが訪れ、

連日満員になっておりました。自国のチーム

を心から愛し誇りを持って応援するととも

に、ハンドボールを心から楽しむデンマーク

国民の姿がございます。 

 55ページをお願いいたします。 

 ラグビーワールドカップの視察では、求め

られる事項として以下の５点を上げました。 

 選手が、世界最高のパフォーマンスを発揮

できる環境。観客が、世界最高のパフォーマ

ンスを楽しめる環境。ファンが、街中でもワ

ールドカップを満喫できる環境。世界中へ、

ワールドカップの迫力と感動を伝える環境。

オフィシャルパートナーによるワールドカッ

プブランドを向上させる環境でございます。 

 ハンドボール世界選手権は、本県独自の単

独の開催でございます。さらに多くの準備が

必要になると思われます。 

 56ページをお願いいたします。 

 日本大会を開催するに当たり、３つのこと

を考えました。 

 まず、あらゆる場面で女性が活躍する大会

にしたいということでございます。 

 2019年の熊本大会も同様に、女性が主役に

なる大会になるよう、大会運営、おもてなし

のスタッフ、ボランティアなどあらゆる場面

で女性が活躍する大会を目指していきたいと

考えております。 

 次に、県民の意識や行動をさらにグローバ

ル化する大会にしたいということ。これは、

2019年がここ熊本に24カ国から多くの選手、

観客が集まります。それは、異なる文化や風

習に触れ、国際感覚を養う絶好の機会です。

県民の意識をよりグローバル化し、それぞれ

の文化に合わせたおもてなしをすることで、

熊本の魅力を高める大会にしたいと思いま

す。 

 ３つ目に、県民が誇り、世代を超えて語り

継ぐ大会にしたいということでございます。 

 アジアで唯一、世界選手権の男子大会及び

女子大会の両方を開催した都市になります。

その都市として、熊本の存在感を高めるとい

うことにしたいと考えております。 

 大会を通じた活動によりまして、スポーツ

の力を広め、地域振興やライフスタイルの向

上を図りたいと感じました。 

 このような大会を成功させ、夢、希望の実

現につなげてまいりたいと思います。 

 以上で報告を終わります。 

 

〇溝口幸治委員長 それでは、以上で説明が

終わりましたので、質疑に入ります。 

 まず先に、ラグビーワールドカップ2019熊

本開催に関する件について、質疑を受けたい

と思います。何かありませんか。 

 いいですかね、この前、意見交換もしたの

で。 

 それでは、次に2020東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に関する件について質

疑はありませんか。 
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○荒木章博委員 今、デンマークの視察状況

を書類上で見せてもらったんですけど、メイ

ン会場、熊本大会ではどこを想定されている

のか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○満原観光課長 メイン会場については、ま

だ決めておりません。 

 と言いますのは、メイン会場について、ま

だ、基準的にいきますと、大体観客が8,000

人以上という形で組織委員会、ＩＨＦのほう

から提案されております。そういったものが

できますと、どの会場で開催するのが一番い

いのかということを、日本ハンドボール協会

等とも意見交換しながら決めていくという形

になるかと思います。 

 

〇溝口幸治委員長 ハンドボールは、またこ

の次。 

 

○荒木章博委員 ああ、わかった。 

 

〇溝口幸治委員長 済みません。じゃ、ちょ

っと今のは、その次にいきますので。 

 オリンピック・パラリンピック何かありま

せんか。なければ荒木先生の質疑を続けたい

と思いますが。 

 はい。じゃ、荒木先生、続けてお願いしま

す。 

 

○荒木章博委員 そんなら、今言うたような

ことで。今の質問。まだ決まってないという

ことですね。8,000人以上のところという

と、自動的に余り幾つもないでしょう。 

 

○満原観光課長 本県でハンドボール会場と

して考えているところにつきまして、8,000

人というところはございません。 

 で、どこの会場にするかというと、当然い

ろんな改修等々、仮設等も含めまして今後検

討して、メイン会場を決めていくことになる

かと思います。 

 

○荒木章博委員 いや、決まってないという

よりも、8,000人をするところはないじゃな

いですか、仮設をつくってもですよ。だか

ら、そら実際わかっておるじゃなかですか。

わかってないの。 

 

○満原観光課長 委員おっしゃることは、多

分97年大会のパークドームのことかと思いま

すが、パークドームは97年大会のときは１万

人を仮設でつくって行っております。それ以

外にも可能性は幾つかちょっとありまして、

その辺で費用とか、それから12月に開催が行

われるものですから、その辺で考えますと、

97年大会は５月でございましたけれども、こ

れメイン会場では、というかハンドボール大

会におきましては会場の気温が18度から23度

に設定するという形になっております。そう

しますと、熊本県の12月の時点でするために

は、会場の空調とかそういったものがござい

ますので、そこでどの程度経費がかかるのか

というところも含めて、今後検討していかな

ければならない課題となっております。 

 

〇荒木章博委員 もちろん、やっぱりそうい

うことも鑑みて、今度の会場あたりも選び、

また、それをやらないと、ある程度どことい

うことはもう幾つもないわけですからね、8,

000人以上入るというところは。そしてまた

競技も。前回の試合よりも８試合多いわけで

しょう。だから、その試合規定に合うような

形でやっぱり取り組んでいかないかぬなとい

うふうに思うんですよね。 

 次に、委員長続けてあと２点質問しますけ

れども、文化の、やっぱりアートとかボディ

ーペインティングなど、ハンドボールのアー

トと、こういうのも文化の統合をなされてい

たように今見受けたんですけど、熊本大会は
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文化プログラムについてもどういうふうに考

えていかれるのか、お尋ねしたいと思いま

す。 

 

〇満原観光課長 文化のプログラムという質

問でございました。 

 私ども、先ほどの御説明の中で申し上げま

したけれども、ハンドボール、ラグビー、そ

れからオリンピック・パラリンピックという

大会を開催するに当たって、熊本県全体で盛

り上げるということで、あるいはその後にも

続く財産ということで、いろんな取り組みが

出てくるかと思います。その中で、文化的な

ところも含めて考えていかなければならない

とは思いますけども、ただ何と言いましょう

か、今まで私たちが取り組んでなかったとこ

ろというか、私たち自体が情報がなかったと

ころもありますので、今後、関係者の方々と

検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

 

〇荒木章博委員 非常にわかります。だから

ハローのプログラムをこの前、部長が言われ

て、その中にオリ・パラの中もそうなんです

けれども、ハンドボールもそうですけれど

も、そういった文化のプログラムということ

を非常に認知をしてなかったということで、

あのとき僕は言おうかと思ったんだけども、

自分の本会議があるもんだから、ちょっとそ

れ出せなかったんですけども、そういったも

のをしっかりして、もうハローの委員会あた

りも開催を１回目はされているから、そうい

った中でやっぱりちょっと、聞かれるとアド

バイスぐらいしたんですけど、そういったと

ころもまた、その文化のアートも含めたやつ

も今度積極的に対応していただきたいという

ふうに思うんですね。 

 もう１点、最後には、県民が楽しむような

ファンゾーンですね、ファンゾーンはデンマ

ークでは設けてあったということだったんで

すけども、ファンゾーンについては、熊本大

会はどういうふうに考えておられますか、今

後検討中ですか。 

 

〇満原観光課長 ファンゾーンにつきまして

は、日本ハンドボール協会等と検討していく

場面が出てくるかと思います。当然ながら、

前々回の委員会のときにラグビーワールドカ

ップの御報告をいたしました｡ラグビーワー

ルドカップにおけるファンゾーンの位置づけ

と今回のハンドボールのファンゾーンの位置

づけというのは、少し違うのかもしれませ

ん。ラグビーの場合は多くの方に来てもらう

ということで、全くチケットを持ってない方

も街中で楽しむゾーンでございました。ハン

ドボールの場合は、１日に４試合とか会場に

よっては行われますので、試合と試合の合間

で楽しむ部分とか、そういった役割が少し違

っていたかもしれませんので、その辺も含め

てどういったファンゾーンをつくるべきなの

か、あるいはファンゾーン以外で、熊本県に

おいて熊本のおもてなしというのがどういっ

たものがあるかというのを皆さんと一緒にな

って考えながら検討していきたいというふう

に思っております。 

 

〇荒木章博委員 もちろん、だからそういう

文化面も含めて取り組みあたりもやっぱり積

極的に対応していただきたいと思っておりま

す。 

 それと最後に要望ですけれども、もう県、

市で700万、700万、1,400万出資をして、今

度25名、その取り崩しで、取り崩しという言

葉は悪いかもしれぬけども、その予算で25名

ですか視察に行かれている。そういった中

で、部長も本当は行かれる予定だったけれど

も、退職されるからといって遠慮して行かれ

んだったかもしれません｡行かれた方は、で

きるだけ引き続き、やっぱりこの何らかの形

でこのハンドボールの委員会というか、ハン
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ドボールのこの組織の中に加えていただかぬ

と、もうやめたりする人が、ぽんと今度はハ

ンドボールの視察にこの前行った。今度は違

う課に行ってしまったと。そういうことで

は、部長にこれ聞いていいか悪いか、要望な

んですけどね、そこのところをもう何か３年

たったらその方はどこかに行くというのは大

体決まっておるごたるシステムがあるでしょ

う、県の中には。そういう配置のとき、だか

らあなたが課長だから私は行きましょうと言

ったって、私はもうそろそろて転勤の対象で

すから、もう少し残る者にとか、それは言え

ないでしょうけども、そういうことも考えて

いただくと、せっかく現地で見た視察がやっ

ぱり役に立たないようではいけぬなと僕は思

っている。僕は行かんだったけんひがんでお

るじゃなかですよ｡県の今海外視察というの

は、4,000万円超しているんですよ。これと

は別ですよ。ずうっと、蒲島県政になって4,

000万超しているんですよ。だから海外視察

ということも、議会ではものすごく難しいん

ですよ。議会では難しいんですよ。だから、

やみくもに行くんではなくて何らかの、これ

は全体のことですけどね、全体的にそういう

のを考えていかないと、やっぱりおかしくな

りますよ。だから、それ何年度は何だったと

データを持っていますけどね、言いませんけ

ど、やっぱきちんとしたものを、どうでしょ

うかね部長。 

 

〇髙口商工観光労働部長 まず今回の国際ス

ポーツ大会に関するいろんな視察に関して

は、人事が絡むことですから非常に微妙な点

はありますけども、なるだけ、私もことしで

やめますので、やっぱりちゃんと３年半後あ

るいは４年後の大会につながるようなことを

考えたつもりで、私ども職員の派遣とかにつ

いては、それなりに少し配慮させていただい

ているつもりではおります。 

 ただ、今後は組織もどんどん大きくなって

いきますから、その中でそれがどういうふう

に生かされるかは、これからはしっかりと

我々考えていかなければならないというの

は、私が今思っているところでございます。 

 それから、県としてのそういう海外との交

流なり出張なり、それぞれでたくさんの、私

も国際課を持っておりますので、さまざまな

場面で出張とかの形で海外に行く場面もござ

いますけども、１件１件についてそれぞれ必

要である、必要最低限を確保しながらどうい

う対応をしたらいいかということについて

は、それぞれで私なりに判断させていただい

て対応させていただいているつもりでござい

ますし、今後もそういうことは、大切な県民

からの税金を預かって我々やらせていただい

てますんで、そこは今後もしっかりと検証し

ながら、その効果を見ながら、次のステップ

はどうするのかということを考えながら１個

１個やっていくということになるのかなと私

は思っております。 

 

〇荒木章博委員 よくわかります。来るとき

に本会議場で、この問題は私がきちんとデー

タを上げて述べたいと思います。 

 いろんな、やっぱり海外視察というのは大

切なことだと思うんですよ。しかし、それ相

応の目的と結果と、今後に引いていくという

ことを、今、部長が言われたからもうこれ以

上くどく言う必要はありませんけれども、今

回はきちんとした人選をもってですね。だか

ら、このデンマーク大会に行った方々も、や

っぱりそのノウハウをうまく使っていただけ

るように今後お願いしたい。 

 私たち議会ももう１回選挙がありますか

ら、そのときに行かれると言えませんから、

これはわからんわけですから、私はまたあれ

ですからね、立場がもう違う形になるだろう

と思うんですけども、そういった意味でよろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上です。 
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〇溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

〇早田順一委員 デンマークに視察に行かれ

て、いろんな発見もされてこられたんだろう

というふうに思っております。 

 今見させていただいた限りでは、何という

かなショータイム的な感覚でちょっと見させ

てもらったんですけども、その中で、その場

をにぎわせるために大きなパネルですよね、

モニターを４面にしたりとかやってますけど

も、例えばデンマークでのその予算配分とい

うか、そういうことも聞いてこられたんでし

ょうか。例えば、こういう会場ではそこの市

町村というか行政がお金を出すのかスポンサ

ーがお金を出すのかとか、そういうところを

もし聞かれたなら教えてもらいたいんです

が。 

 

〇満原観光課長 早田委員の御質問、経費の

関係だと思います。その辺につきましては、

今回の視察では聞けておりません。 

 ただ今後、2017年にドイツ大会がございま

す。その大会にまた日本ハンドボール協会と

ＩＨＦとの視察等々もございます。その辺で

意見交換をすることで、その辺の数値が、経

費等の数字がわかってくるものかと思いま

す。 

 

〇溝口幸治委員長 いいですか。ほかにござ

いませんか。 

 

〇中村亮彦委員 視察の報告の中で非常に、

会場の中の施設のことについて結構紹介がい

っぱいあったんですけれども、周辺の整備に

ついて聞きたいんですけれども、特に輸送と

いうことに対して、観客の方をお迎えすると

いうことに対してシャトルバスのところがち

ょこっと出ただけみたいな感じだったんです

けど、例えば駐車場の整備とか、渋滞を引き

起こしてなかったかとかいうことと、あと、

やっぱりこのデンマークそのものが車社会な

のかどうかというのもちょっとわからないん

ですけども、あるいはその会場がもしかした

ら鉄道の駅の近くにあったのかもしれない

し、その周辺のことについてちょっとお聞き

したいんですが。 

 

〇満原観光課長 今回の視察報告の中では、

各会場等の混乱といいますか、等々はなかっ

たというふうに聞いています。公共交通機関

も結構な部分で発達しているということで

す。 

 冒頭のところで御説明しましたけれども、

人口が非常に小さい規模の、いわゆる郊外に

ございますので、その辺で駐車場が足りない

とかそういったのはなかったというふうに聞

いております。 

 

〇中村亮彦委員 前回のラグビートップリー

グのときも、あの渋滞ですので、例えば熊本

でやる場合に駅の近くに会場があるわけでも

ないし、シャトルバスでどれぐらい対応がで

きるのかということもありますけれども、こ

の周辺の整備について、例えば駐車場が足り

ない、まあ道路事情もあると思いますけれど

も、駐車場が足りないということになります

と、非常に熊本車社会ですので、車で来られ

る方はたくさんおられると思うんですね。 

例えば臨時の駐車場をこれから先設けると

か、もしくはお金かかるかもしれませんが、

常設の駐車場をこれからまた整備するとか、

その辺のところ、先の話かもしれませんけ

ど、どのようにお考えかお聞かせ願います。 

 

〇満原観光課長 快適なといいますか、大会

を成功させるというのは、当然その大会運営

の中で、いわゆる試合とかそういったものが

出てくるんでしょうけれども、やはり私ども

も、そこに来てくださいますお客様というこ
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とを考えてやらなければならないと思ってお

ります。97年大会のことも経験ございますけ

れども、その後の状況等も変わっておりま

す。 

 これまで、ラグビーもそうですが、ハンド

ボールも視察を行っております。それから、

ラグビーのトップリーグも経験いたしており

ます。また、ロアッソなどのサッカーの試合

のときも経験いたしました。 

 そういった経験を踏まえまして、来年度以

降になりますけれども、そういった運営の計

画の中で十分検討してまいりたいというふう

に思っております。 

 

〇溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

〇氷室雄一郎委員 課長、この組織の推進体

制の強化ということで新たに予算を組まれて

おるんですけど、これは人の配置の分です

か、1,000万ぐらい組まれておりますが。 

 

〇溝口幸治委員長 それはハンドボールの話

じゃない、全体の。 

 

〇氷室雄一郎委員 じゃ、後で。 

 

〇西聖一委員 ラグビーの分は、国際大会で

日本も組織があって、いろいろ中央との関係

の中で動いていると思いますけど、ハンドボ

ールの場合については少し手づくり感という

イメージがあるんですけど、これから運営し

ていく中でやっぱり規格それからいろんな施

設整備に当たって、コンサルタント丸投げみ

たいになってしまうのか、またそういう企業

関係が、県内の企業とか業者を代理していく

のか、何かそんな考え方は少しラグビーとハ

ンドボールは違うんでしょうか。ちょっと。

まだ具体的にはならないんでしょうけども、

私としてはそのコンサルタントに丸投げして

しまったら何か残念かなという気がするんで

すが。 

 

〇満原観光課長 ラグビーとハンドボールに

つきましては、主催の関係が違いますので、

それを一律に申し上げることはできないかと

思います。 

 ラグビーにつきましては、当然ラグビーは

ワールドラグビー、世界の部分とそれから主

催する日本の組織委員会等々がございます。

そことの関係で決まっていくというふうに思

います。 

 ハンドボールにつきましては、私どもの熊

本県が単独で行います。その中でどういった

大会にするかというのは今後決めていくとい

うことになりますが、当然、私どもも熊本県

の大会をどうしようというのは、これからそ

の基本的なものを皆様方と話ながらやってい

くということになっております。これを丸投

げというところはなかなか難しいんですけれ

ども、これどれだけすばらしい大会にするか

というのは、いろんな方の英知を集めながら

やっていくべきものだと考えております。 

 

〇西聖一委員 そういう話し合いの場という

のは、今組織をつくっていく、そういう中で

いろんな意見が反映されるような協議会とい

うか組織がもうできているというふうに受け

取っていいんでしょうか。また、それから見

直すとか。 

 

〇満原観光課長 これから決めていくものと

考えています。 

 

〇西聖一委員 わかりました。 

 

〇溝口幸治委員長 ほかにございませんか。 

 

〇髙野洋介委員 ハンドボール、私非常に危

機感を持っているんですが、ラグビーは先ほ

ど課長がおっしゃいましたように、日本全国
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各地でやります。ハンドボールに関しては熊

本大会だもんですから、デンマーク大会はデ

ンマークの中で４都市ですよね。熊本の場合

はそれより小さくなって熊本独自でやるんで

すよね。ですから非常に私危機感があるんで

すが、今年度はある程度、視察とかそういう

のでいいんでしょうが、来年度以降もう少し

この委員会の中でも、委員の皆さんがイメー

ジできるような議論を深めていかないと、ち

ょっと時間的に厳しい部分があると思います

し、それぞれの国際大会のオープニングとか

最後のフィナーレとか、非常に今いろんな独

自のやつで予算も結構かかると思うんですよ

ね。それで施設関係のところもあるし、それ

ぞれ施設がどういう選定されるかわかりませ

んが、そこになったところは、それなりのま

た準備をしなければいけませんし、その手を

挙げて、いや、うちは新たに体育館なりアリ

ーナを建設しますていうところもあるかもし

れませんので、もう少しスピード感を持って

選定あたりはしていかないと、一、二年でで

きる問題じゃないですよ、施設整備は。それ

が決まって初めて、先ほど中村先生がおっし

ゃいましたような駐車場の整備だとかそれに

入ると思うので、でないと警備的なものの問

題とかも出てきますので、ある程度、来年度

以降の早い時期にそこの会場の選定をせぬと

スタートラインに立てないんじゃないかなと

思いますが、その付近どうお考えですか。 

 

〇満原観光課長 確かにまだ明確に、どこの

自治体と組んで会場するというのは決まって

おりません。 

 現在のところ、昨日の新聞にも出ておりま

したけれども、97年大会のときにも人的負担

と各開催地には大会運営仮設経費も含めたと

の御負担をいただいております。そういった

部分で、こういった形になりますよ、こうい

った負担が出てきますという話を、今手を挙

げているところには自治体と話をいたしてお

ります。 

 ただ、まだそういった部分につきまして見

えないところがあったりしております。とい

いますのは、日本ハンドボール協会それから

世界ハンドボール連盟と今後承認を得ながら

やっていく必要がございます。そういったと

ころがあるものですから、ただ、これは28年

にかけて話が進むというふうにハンドボール

協会からも話があっておりますので、その辺

はできるだけ早くこちらのほうからも早く決

めて準備にかかっていくものだろうと思いま

す。かつ先ほど西先生それから中村先生から

も話がありましたように、会場地だけじゃな

くて開会式にも閉会式にもいろんな部分が97

年大会と変わってきているかと思います。ハ

ンドボールのみならずスポーツに対する見方

が大分変わってきておりますので、その辺を

含めてすばらしい大会にしなければなりませ

んので、できるだけ早くスピード感を持って

やっていかなければ、当然これまで申しわけ

なかったと思います。できるだけ早く、スピ

ード感を持って頑張っていきたいと思ってお

ります。 

 

〇溝口幸治委員長 ほかにございませんか。

よろしいですか。 

 じゃ、３つ共通して、先ほど氷室先生おっ

しゃったんですが。 

 

〇氷室雄一郎委員 ちょっと内容だけ、人的

な配置の。 

 

〇溝口幸治委員長 組織のことについて。 

 

〇青木人事課長 人事課でございます。 

 推進体制の強化ということでおっしゃられ

ましたけれど、２つあるかと思います。 

 人事課が所管しておりますのは当然内部組

織の話でございまして、県庁の組織をどうす

るかということでございます。 
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 今年度、観光課内に国際スポーツ大会推進

班４名を年度に当初置いて、年度途中８名に

ふやして、さらには来年度４月１日をめどに

組織改正を行い、ここで人員を含めて大幅な

拡充を図りたいというふうに考えておりま

す。 

 もう一つは、県庁とほかの市町村あるいは

関係団体との関係かと思います。この点につ

いては、商工観光労働部を中心に今検討され

ていると。 

 人事課で答える範囲は、ここまででござい

ます。 

 

〇氷室雄一郎委員 一応そのために予算を組

んでおられるということですね。先のこと

は、今難しい問題があると。 

 

〇溝口幸治委員長 満原課長、じゃ補足も含

めて。 

 

〇満原観光課長 今、人事課長のほうからあ

りましたように、組織の拡大を予定しながら

やっております。この分につきましては、当

然、人間がふえてくれば組織等々の準備とい

うのがございますので、その辺を含めて今議

会に予算を上程させていただいております。

御審議よろしくお願いいたします。 

 

〇溝口幸治委員長 ほかにございませんか。

いいですか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

〇溝口幸治委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りい

たします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため次期定例会まで本委員会

を存続して審査する旨、議長に申し出ること

としてよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

〇溝口幸治委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他に入りますが、何かございません

か。 

  （発言する者なし） 

〇溝口幸治委員長 なければ、本日の審議は

これで終了いたします。 

    午前10時50分閉会 

――――――――――――――― 

○溝口幸治委員長 ここで、本年度最後でご

ざいますので、一言御挨拶をさせていただき

ます。 

 昨年６月に委員会設置されまして、委員長

を務めさせていただきました。また、田代副

委員長を初め委員の皆様方にも御協力をいた

だきまして、まことにありがとうございまし

た。 

 特に執行部におかれましては、初めての委

員会ということで、どこの担当が対応するの

かということも含めていろいろ御配慮をいた

だいたと思います。視察や審議等々、そして

ラグビーワールドカップ大会それからハンド

ボール大会でも、海外に行っていただいた職

員の皆さん方もいらっしゃいます。 

 これからが、まさに勝負だというふうに思

っております。我々も、ここではしっかり応

援をしていこう、大会を成功させていこうと

いう思いで、それぞれが発言をしております

ので、厳しい意見もあるかと思いますが、み

んなで2019年そして2020年に笑ってその年が

迎えられるように、そのことをイメージしな

がら、また次の委員会でも頑張っていただき

たいというふうに思っております。 

 特に海外に行かれた方、ここに数名いらっ

しゃいますが、職員の皆さん方はそのまま残

留していただいて、きっちり役目を果たして

いただいて、退職された方もボランティアス

タッフとして戻っていただく、そのこともし

っかり約束をしていただきたいというふうに

思っております。 
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 それでは、１年間本当にありがとうござい

ました。お世話になりました。（拍手） 

 それでは、田代副委員長から御挨拶をお願

いいたします。 

 

〇田代国広副委員長 一言御挨拶をさせてい

ただきます。 

 約８カ月間という短い期間でありましたけ

れども、溝口委員長さん初め委員の方々の御

協力によりまして、無事に副委員長の役を終

わることができました。本当にありがとうご

ざいました。 

 この委員会を通じて感じたことなんですけ

ども、表現は悪いかもしれませんが、ラグビ

ーにしろハンドボールにしろ、決してメジャ

ーとは言えないようなスポーツのような気が

いたしております。それがゆえに、協会あた

りの体質も決して磐石でないような気がいた

すわけでございまして、そういった中で大会

を成功させるために、やはり委員会はもちろ

んそしてまた皆さん執行部の方々とも、なお

一層の今後の対応の仕方が非常に大事だなと

いうことを感じたところでございます。 

 私は、恐らくこの委員会はこれで終わるか

もしれませんが、これから先与えられた残さ

れた時間は決して多くはないと思いますの

で、委員会ともどもさらなる研鑽を積まれま

して、本大会がしっかりと成功しますことを

心から期待いたしまして、簡単ですけども御

挨拶とさせていただきます。 

 本当にお世話になりました。ありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

〇溝口幸治委員長 それでは、これをもちま

して本日の委員会を閉会いたします。 

  午前10時52分 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  国際スポーツ大会推進特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 


